モディリアーニを探して
アヴァンギャルドから古典主義へ
ポーラ美術館（箱根・千石原）　2014.04.12.〜09.12
　「アメデオ・モディリアーニ」（1884〜1920）は、イタリア生まれであるが20世紀初頭にはパリのモンパルナスで活躍した画家で、原初的な力にあふれるアフリカ、オセアニア、東南アジアなどの芸術に深い関心を寄せていた。
画伯は、アフリカの仮面や刻像に目を向ける「プリミティブ（原始）美術」の素朴で純粋な造形を、自からの理想とする芸術に結びつけて歩み始めている。
そして、現実にはあり得ないほど細長く、メランコリックな表情のポートレート、優美で不思議なエロティズムの漂うヌードを描いた作品を描いている。
本展では、「モディリアーニ」による油彩画、彫刻、素描「19点」を軸にして、「ピカソ」「ブランクーシ」をはじめ、20世紀初頭の芸術を牽引した「キスリング」「キリコ」「レオナール・フジタ」らの作品「約60点」が展示されている。
「ルニア・チェホスカの肖像」（1917年、油彩・カンヴァス：ポスターの写真）は、好みの背が高くて細身の体つきの女性をモデルとして長い首を描いている作品で、輪郭の描かれていない澄んだ瞳、半分は開いた口、しなやかで自然な態度の特質が認められる作品である。
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